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にはたらき，血液中のグルコースの取り込みと分解，脂肪への変換を引き起こす。ま
た，肝臓や筋肉にはたらいて，グリコーゲンの合成を促進する。
●血糖値が低いとき　運動や飢

き

餓
が

状態などによって血糖値が低下すると，複数のホル
モンの分泌が促

うなが

される。1つは，すい臓
ぞう

のランゲルハンス島
とう

のA細
さい

胞
ぼう

が血糖値の低下
を感知して分泌するグルカゴンである。また，血糖値の低下により，間脳の視

し

床
しょう

下
か

部
ぶ

の血糖値調節の中
ちゅう

枢
すう

が刺激され，これにより興奮した交感神経が，ランゲルハンス島
のA細胞を刺激することでもグルカゴンが分泌される。グルカゴンは肝臓にはたらい
て，グリコーゲンからグルコースへの分解を促

そく

進
しん

する。グルカゴンの分泌と並行して，
副
ふく

腎
じん

髄
ずい

質
しつ

は交感神経の信号を受け，アドレナリンを分泌する。アドレナリンは，肝臓
でのグルコースの生成を促す。同時に，交感神経は，肝臓にも直接信号を出し，グリ
コーゲンの分解を促進する（図12）。
肉体的，精神的なストレスなどがあると，脳

のう

下
か

垂
すい

体
たい

前
ぜん

葉
よう

からは，副腎皮質刺激ホル
モンが分泌され，その刺激を受けた副腎皮質から糖

とう

質
しつ

コルチコイドが分泌される。糖
質コルチコイドは，さまざまな器官のタンパク質の分解を引き起こし，グルコースの
合成（糖

とう

新
しん

生
せい

）を促進し，その結果，血糖値を上昇させる。このしくみは，通常の血糖
値の調節よりは，飢餓状態での緊急反応としてはたらくと考えられている。
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▲図12　血糖値を一定に保つしくみ
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